
広報みなみふらの2004.7 ２

５
月　

日
、
北
海
道
横
断
自

２６

動
車
道「
第
１
狩
勝
ト
ン
ネ
ル
」

工
事
の
安
全
祈
願
祭
が
行
わ
れ
、

工
事
関
係
者
な
ど
が
工
事
の
無

事
を
祈
り
ま
し
た
。

発
注
者
で
あ
る
日
本
道
路
公

団
帯
広
工
事
事
務
所
の
岩
崎
所

長
は
、「
３
本
の
ト
ン
ネ
ル
が
開

通
し
て
十
勝
か
ら
石
狩
に
向
け

て
、
新
し
い
風
が
吹
く
こ
と
を

願
い
ま
す
。」と
挨
拶
し
ま
し
た
。

道
横
断
道
は
、
十
勝
清
水
Ｉ

Ｃ（
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
）か
ら

夕
張
Ｉ
Ｃ
ま
で
の　

キ
ロ
メ
ー

８１

ト
ル
が
未
開
通
で
、
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
は
ト
マ
ム
、
占
冠
、

穂
別
の
３
箇
所
に
設
け
ら
れ
る

予
定
で
す
。

本
町
に
関
わ
る
工
事
は
、
落

合
の
串
内
牧
場
を
東
西
に
横
断

す
る
約
５
・
９
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

で
、
第
１
狩
勝（
全
長
２，
３
５

１
メ
ー
ト
ル
）、
第
２
狩
勝（
全

長
２，
５
７
６
メ
ー
ト
ル
）の
両

ト
ン
ネ
ル
と
、
２
つ
の
橋
が
建

設
さ
れ
ま
す
。

国
道
２
７
４
号
で
２
時
間

を
要
し
て
い
た
十
勝
清
水
‐
夕

張
間
は
、
横
断
道
が
開
通
す
る

と
約
１
時
間　

分
に
短
縮
さ
れ
、

１０

道
内
最
大
の
難
所
と
さ
れ
て
い

る
日
勝
峠
を
越
え
る
こ
と
な
く
、

道
央
と
道
東
を
結
ぶ
安
全
な

ル
ー
ト
と
な
り
、
経
済
的
に
も

大
き
な
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

全
面
開
通
の
時
期
は
未
定
で

す
が
、
４
月
中
旬
に
着
工
し
た

第
１
狩
勝
ト
ン
ネ
ル
工
事
に
は
、

「
鹿
島
・
白
石
・
地
崎
共
同
企
業

体
」が
Ｊ
Ｒ
落
合
駅
前
に
工
事

事
務
所
と
作
業
員
宿
舎
を
構
え
、

現
在
は
約　

名
が
常
駐
し
て
お

５０

り
、
平
成　

年
貫
通
予
定
に
向

１８

け
て　

時
間
体
制
で
工
事
が
進

２４

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

北
海
道
横
断
自
動
車
道
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狩
勝
ト
ン
ネ
ル
本
格
着
工

５
月　

日
、
財
団
法
人
旭
川

３１

し
ん
き
ん
産
業
情
報
セ
ン
タ
ー

が
主
催
す
る
「
第　

回
旭
川
し

１２

ん
き
ん
産
業
振
興
奨
励
賞
」
の

表
彰
式
が
旭
川
市
内
で
行
わ
れ
、

本
町
に
本
社
を
置
く
㈱
南
富
自

動
車
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
が
振
興

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

こ
の
賞 
は
、
地
域
産
業
へ
の

貢
献
度
が
高
い
企
業
を
対
象

に
財
団
が
表
彰
す
る
も
の
で
、

同
社
の
『
自
走
式
大
根
収
穫

機
の
高
能
率
な
研
究
開
発
』

が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

大
根
収
穫
機
は
、
キ
ャ
タ

ピ
ラ
自
走
式
で
、
独
自
に
開

発
し
た
振
動
す
る
掘
取
部
や

抜
取
ベ
ル
ト
が
茎
と
葉
を
か

き
上
げ
、
葉
を
均
一
な
長
さ

に
切
断
し
た
後
、
乗
車
す
る

作
業
員
が
選
別
し
て
後
部
の
コ

ン
テ
ナ
に
積
み
込
む
仕
組
み
。

１
時
間
当
た
り
約　

ア
ー
ル
の

２０

抜
取
り
作
業
が
可
能
で
、
人
力

の
３
・
５
倍
の
能
力
が
あ
り
ま

す
。開

発
を
担
当
し
た
長
田
秀
治

社
長
は
、「
葉
を
残
す
長
さ
の

調
整
が
難
し
か
っ
た
が
、
耐
久

性
、
信
頼
性
、
低
コ
ス
ト
と
も

に
良
い
物
が
で
き
た
。」と
振
り

返
り
、「
毎
日
畑
に
出
掛
け
、
農

業
者
の
要
望
を
直
接
聞
い
て
開

発
に
生
か
せ
る
地
の
利
が
何
よ

り
の
強
み
。
こ
れ
か
ら
も
生
産

者
の
要
望
に
応
え
て
い
き
た

い
。」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

旭
川
し
ん
き
ん
産
業
振
興
賞
を
受
賞

「
大
根
収
穫
機
」で
南
富
自
動
車
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア

財団理事長より賞状を授与さ
れる長田社長（左）

長田社長（左）と設計担当の鎌田さん（右）、
後ろの機械が「大根収穫機」

道横断自動車道　第１狩勝トンネル工事周辺図

南富良野町


